





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現物 純額 差額 純額株式 純額株式 差額現金 純額株式 純額株式 差額現
決済 株式 現金 決済と現 決済と差 決済と現 決済と現 決済と差 金決済
決済 決済 物決済と 額現金決 物決済と 物決済と 額現金決 と現物
の選択 済との選 の選択 の選択 済との選 決済と
択 択 の選択
（1） 持分 ＊ ? ＊ ? ? ＊
取引開 負債 ? ? ＊
始時のPOW
の分類

















































































































































































































































現物決 純額株 差額現 純額株式決 締額株式決済 差額現金決 純額株式決 純額株式決済 差額現金決?
式決済 金決済 済と現物決 と差額現金決 済と現粉決 済と璽物決 と差額現金決 済と現粉決
済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択
（D 持分 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
取引開
始時の 負債 ＊ ? ?POW
の分類







































































































































































































































































（B－1） （借）現金100 （貸）前受オプシ （借）現金100 （貸）前受オプシ （借）現金100 （貸）前受オブ
ヨン料　100 ヨン料　100 ヨン料　100
（B－2） （借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オブ
ヨン料　　50 ヨン料収益 ヨン料　　50 ヨン料収益 ヨン料　　50 ヨン料収50 50 50
（B－3） （B－3－1）（借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オブ
















750 （貸）現金800 50 （貸）資本金50 50 （貸）現金50i
決済損失50
（B－3－3）（借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オプシ （借）前受オプシ （貸）前受オブ




























































































































































































































































































































































































































Ⅰ はじめに 一金融商品の複雑化と負債 ･持分の区分規準の進展一











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現物決 差額現 差額現 差額現物決 差額現物決済 差額現金決 差額現物決 差額現物決済 差額現金決
済 物決済 金決済 済と現物決 と差額現金決 済と現物決 済と現物決 と差額現金決 済と現物決
済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択





のPOWの負債 ＊ ? ?
分類









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現物決 純額株 差額現 純額株式決 純額株式決済 差額現金決 純幽幽幽幽 純額株式決済 差額現金決　．
済 式決済 金決済 済と現物決 と差額現金決 済と現物決 済と現物決： と差額曳金決 済と現物決
済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択 済との選択



































































現物決済 純額株式 純額現金 現物決済 純額株式 現物決済 現物決済 純額株式 現物決済
の揚合 決済の場 決済の場 と純額株 決済と純 と純額現 と純額株 決済と純 と純額現
合 合 式決済の 額現金決 金決済の 式決済の 額現金決 金決済の
場合 済の場合 場合 場合 済の場合 場合
実 現物 仕訳1 仕訳4－1 仕訳6－1 仕訳㍗2 仕訳9一1?
決済 （第4表 （第5表 （第5表 （第6表 （第6表
に を参照） を参照） を参照） を参照） を参照）??
純額株式 仕訳2 仕訳4－2 仕訳5畦 仕訳7－2 仕訳8－1
れ 決済 （第4表 （第5表 （第5表 （第6表 （第6表? を参照） を参照） を参照） を参照） を参照）
決 純額現金 仕訳3 仕訳5塗 仕訳6－2 仕訳8－2 仕訳9－2
済 決済 （第4表 （第5表 （第5表 （第6表 （第6表??








































































































































































































































































































































































































見解（A） 損益取引 負債 公正衝値評価…あり 決済方法に関わりなく、POW
ヘッジ会計適用の可能 取引による償還損失も、オプシ
性…あり ヨン料収益も生じる。
見解（B） 資本取引 資本 公正価値評価…なし 決済方法に関わりなく、POW
ヘッジ会計適用の可能 取引による償還損失も、オプシ
性…なし ヨン料収益も生じない。
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